
9月25日から10月23日まで開催された「第3回定例会」では、平成30年度
千代田区各会計歳入歳出決算の認定審査を行いました。
3つの分科会（企画総務分科会、地域文教分科会、保健福祉分科会）で分割
調査した後、全議員で構成される決算特別委員会で総括質疑を行いました
が、認定には至らず継続審査となりました。詳細は次号にてご報告する予定です。
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千代田の未来へ世代をつなぐ!!
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平成30年度決算認定審査
　認定に至らず継続審査へ…

令和元年 秋
15 号第

環境意識やまちの魅力向上、放置自転車の
削減など幅広い効果を期待されて、平成26
年10月にスタートしたコミュニティサイク
ル事業「ちよくる」は、利用回数も大幅に
増加し、現在も区内各所でポートの配置が
続いています。
これまでは、再配置の起点が湾岸エリアの
倉庫だったため、区内ポートへの再配置に
約40分かかっており、各ポートでの自転車
配置の偏在やバッテリーの充電不足が課題
となっていました。（第2回定例会一般質問
で指摘）
今年度は、上記の問題を緩和すべく、飯田

橋地域に自転車再配置場を新たに整備する
ことになりました。今後も、各ポートへの
バランスのよい再配置や充電不足の解消を
目指し、より利用しやすい事業として進め
てまいります。

コミュニティサイクル事業の今

平成30年度　決算認定審査

放課後デイサービスについて
区内には、児童福祉法のサービスである児童
発達支援事業所が2か所、放課後等デイサー
ビス事業所が3か所あります。しかし、これま
では重度・重症心身障害児や医療的ケアを必
要とする児童、特別支援学校や特別支援学級
に通学する障害児、また、発達障害児等の受
け入れを十分に支援できる体制・設備を備え
る事業所はなく、他区の施設を利用する児童
もいました。
そのような現状を踏まえ、障害特性や発達状
況に対応した専門的な指導の提供、保護者へ
のサポート等を行える民間事業者に対して補

助を行い、通所支援事業を提供するための体
制確保を図っております。令和元年8月には、
これまでの受け入れ人数を倍増した事業所も
開設しました。地域で支援が受けられるよう
になることで保護者の方の負担が和らぐこと
を期待しています。

8月13日（火）、全国ボッチャ選抜甲子園の会
場へ行ってまいりました！東京2020パラリン
ピックに向けて、
少しずつ理解が
深まってきたと実
感しています。選
手の絶妙な距離
感とコントロール
に歓声と拍手が
巻き起こり、未来
のパラリンピアン
への期待も膨ら
みました。

千代田！健康スポーツを身近に。

■ボッチャとは

6球を投げ合い、無数の戦略を駆使する頭脳戦

イタリア語で「ボール」を意味するボッチャは、重度
脳性麻痺者もしくは同程度の四肢重度機能障がい
者のために考案されたヨーロッパ発祥のスポーツ
で、パラリンピックの正式種目です。赤・青のボール
を6球ずつ投げたり、転がしたり、他のボールに当
てたりして、ジャックボール（目標球）と呼ばれる白
いボールにいかに近づけるかを競います。障がい
によりボールを投げることができなくても、勾配具
（ランプ）を使い、自分の意思を介助者に伝えられ
れば参加できる競技です。

平成31年2月15日から、全国のコンビニエン
スストア（コンビニ）で各種証明書が取得でき
るサービスを開始しました。事前の準備は必
要ですが、区役所や出張所に直接出向くこと
なく各種証明書を取得できま
すので、ぜひご利用ください。

詳細は千代田区HPにて▶
https://www.city.chiyoda.lg.jp/koho/conveni-kofu.html

各種証明書がコンビニで取得できます

区からのお知らせ区からのお知らせ

池田とものりからの
お知らせ

池田とものりからの
お知らせ

池田

2期目に入り、より多くの皆様の意見を区
政に反映したく、相談窓口の開設を考えて
おります。
詳細が決まりましたらまたお知らせいたし
ます。乞うご期待！

池田とものり相談窓口開設予定です！



TEL／FAX:03-3221-7892　mail：ikedatomonori.turu@gmail.com
〒102-0071 千代田区富士見2-15-8-902池田とものり事務所

池田とものりPROFILE

〈趣味〉けん玉（初段）・ボウリング・ドッヂビー（指導・審判員資格取得）

 公式ホームページでも最新の活動を随時配信中です！ www.ikedatomonori.net
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令和元年第3回
区議会定例会において 一般質問 を行いました！ 

TOKYO 自民党政経塾第10期生
自由民主党千代田区第十六支部支部長
平成27年4月　千代田区議会議員選挙　初当選（747）
平成31年4月　千代田区議会議員選挙　第2期目当選（726）

「地域文教委員会（常任委員会）」 「オリンピック・パラリンピック対策特別委員会」「災害時要配慮者等対策特別委員会」副委員長 「区議会だより編集委員会」編集委員

★昭和44年10月28日、麹町で生まれる　★昭和51年 麹町保育園卒園　★昭和57年 麹町小学校卒業　★昭和60年 麹町中学校卒業　★昭和63年 日本大学第二高等学校卒業
★平成4年 日本大学商学部会計学科卒業　★平成6年 「フルーツエリア鶴」に就職、祖父鶴三、父清の後を継ぎ、三代目つるさんに　★平成20年度・21年度 麹町小学校PTA会長
★平成25年～平成29年 共立女子学園後援会副会長　★平成29年度・30年度 共立女子中学高等学校PTA会長　★平成30年度 共立女子中学高等学校後援会会長

現在 有限会社八百鶴商店 取締役
★平成15年～26年・30年～ 千代田区スポーツ推進委員　★平成26年～ 千代田区ドッヂビー協会会長　★平成28年～ 千代田区相撲連盟顧問
★令和元年 千代田区ラグビー・フットボール協会理事

食品ロス削減推進法が成立、本区の取り組みについて

「30（さんまる）・
　10（いちまる）運動」について

学校給食を含めた
教育委員会の方針について

飲食店を対象とした
食べきり推進店の
協力について

本区としても、「食べ残しはもったいない」と意
識することは食品ロス削減に向けて重要であ
ると認識している。食品衛生講習会でこの運
動について呼びかけを実施しているが、まだ
まだ取り組みが弱いので、今後、啓発PRにつ
いて一層積極的に取り組んでいく。

食品ロスの削減に関する理解と関心を深めるた
め、各省庁では10月を食品ロス削減月間とし、
様々な情報発信やイベントを予定しています。
10月30日は「食品ロス削減の日」と定められ、
10月30日・31日には徳島県徳島市で、食品ロス
削減全国大会が開催されます。
また、会食や宴席などでの食べ残しを減らすた
め、乾杯後30分とお開き前10分に自分の席で
料理を楽しむことを推奨する「残さず食べよう！
30・10運動」も全国に広がりをみせています。

飲食店で事前に食べる量を調節できるのであれ
ば、食べ残しもなくごみの削減にもつながりま
す。自分が食べきれる量を認識し、提供される前
に申告することは、一人ひとりが食品ロスの削減
のためにとれる行動ではないでしょうか。このよ
うな食品ロス削減に取り組む店を行政側でサ
ポートすることはできないでしょうか。

今年の5月に「食品ロスの削減の推進に関する法律」が公布され、わが国でも国民運動として食品ロ
ス削減を推進する動きが活発になってきました。翌6月7日には、政府でも関係行政機関相互の緊密
な連携・協力を確保し、総合的かつ実効的な推進を図るため、消費者庁を事務局とし環境省、経済産
業省、農林水産省、厚生労働省、文部科学省から構成される関係省庁会議が行われました。 

「食品ロス削減推進法」が10月か
ら施行されます。これまでの区の

取り組み、及び今後の具体的な対策について見
解をお聞かせください。

池田

本区でも「もったいない」をキーワー
ドとして、食べ残しを減らす取り組み

である「30・10運動」の推進を提案いたします
が、区としての見解をお聞かせください。

池田

平成29年12月に策定した第4次千代田区一般廃棄物処理基本計画において、目標達成に向
けた取り組みとして、食品ロス削減を新規に位置づけたところである。家庭、学校、事業者等の
意識啓発が大切であり、フードドライブ（※）の定期的な実施などが食品ロス削減を考えていく
きっかけになると考えている。

回答

回答

教育委員会では未来を担う子どもたちの視点に
立って食品ロスの削減を重要な問題として受け
とめている。10月16日が「世界食糧デー」であ
ることから、学校給食では食品ロスをテーマに
した行事食を提供している。また、SDGｓは先進
国自身が取り組むべき重要な課題として認識し
ており、様々な教育活動において保護者や子ど
もたちへの啓発などに積極的に取り組んでいく。

学校給食などの食育を通じた食品
ロスの削減について教育委員会の

見解をお聞かせください。

池田

回答

本区でも食品ロスの削減について一人
ひとりが意識することを目標に、食べき

り協力店を登録して「食品ロス削減推進店」を明示す
る取り組みを求めますが、見解をお聞かせください。

池田

飲食店はもとより利用者にも食品ロ
スの削減の大切さを意識してもらう
ことが必要である。「食品ロス削減推進店」の明
示については保健所・消費生活センター等とも
連携しながら課題を整理し、実現の可能性を検
討していく。各所管でできることを含めて一層
連携・協力して食品ロス削減に取り組んでいく。

回答

学校教育では、食育
の一環としてバラン
スのとれた食事や食
べることの大切さを
学び、給食を通じて伝統的食文化の継承や国際
的理解を深める指導がなされてきました。昨今、
関心が高まっている、国連が定めたSDGｓ（持
続可能な開発目標）にも、食品ロスについての具
体的な目標が存在します。食品ロスの半分は家
庭から出るとされています。SDGｓへの理解を
深めてもらうことで、家族で食品ロスの削減に取
り組んでもらってはいかがでしょうか。

※フードドライブ：家庭で余っている未使用の食品を持ち寄り、地域の福祉団体等に寄付する活動。

“キッくん”

消費生活センター
キャラクター


